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１．緑の基本計画における｢里山の緑（東部丘陵地）」の位置づけ

　平成19 年度に策定された「富田林市緑の基本計画」では、本調査の対象地である「里山の
緑（東部丘陵地）」は緑の将来像の主に「田園ゾーン」に区分され、富田林の自然環境を特徴
づける緑、富田林の風土を表現する緑として位置づけられている。

「富田林市緑の基本計画」より抜粋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■緑の評価と課題の整理

　富田林の風土を表現する緑は、これまでの富田林市の長きにわたる歴史において、人々の
生活の営みや文化により形づくられ、旧来より継承されてきた緑です。このような緑の中に
は社寺林等の緑や農地の緑、里山の緑等があります。
　富田林市内に残されている里地･里山空間は、ふるさとの景観や生態系の保全の上で重要な
役割を担っています。

■ゾーン別の緑の基本方針（田園ゾーン）

　本ゾーンは農業振興地域・農用地区域をはじめとするのびやかな農地や集落、里山がひろ
がる地域であり、優良農地をはじめとする良好な農村の緑の保全に努めます。とくに山麓部
は、丘陵斜面に沿って谷が奥深く入り込み、谷地田が形成され、特徴的な里山景観を呈して
います。また、ため池や樹林、樹園地、里地の社寺林等多様な里山の自然が存在しているこ
とから、富田林市を代表する里山の緑として保全・育成を図ります。

■環境保全系統の緑の配置方針

○富田林市の自然環境を特徴づける緑

　市域南部の丘陵地は、農地の緑の背後に連なる里山の緑として、谷地田、ため池等と一体
となった豊かな自然環境を形成しています。

■景観構成系統の配置方針

○地域の歴史・文化と一体となった緑

　里山や畦畔地等の緑は、伝統的な農村景観やのびやかな農地景観の主要素として、富田林
の風土が緑の景観を形づくっています。

■富田林市の風土を表現する緑の保全と育成

○里山の緑の保全・育成

　雑木林や樹園地の丘陵やその麓の農村集落、ため池や河川の水辺やその周囲の水田等、里
山は富田林の風土に根ざした多様で豊かな環境を形づくっています。（中略）これら里山の緑
においては、地域資源を活用しながら都市との連携のもとに自然環境の保全･育成を図りま
す。

○のびやかな農地の緑の保全

　農地は、食料生産基盤としてだけでなく、景観や環境保全当の多面的な機能を有し、地域
の自然環境保全に果たす役割は大きいことから、今後もこれら農地の維持と適切な管理に努
めます。
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　＜富田林市緑の基本計画「緑の将来像図」＞

※「里山の緑（東部丘陵地）」は富田林市の“風土を表現する緑”に位置づけられている。
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南部：スポーツ公園周辺

北部：佐備周辺

２.「里山の緑（東部丘陵地）」の詳細調査

（１）調査対象地の位置

　本調査では、「富田林市緑の基本計画」に「田園ゾーン」として区分されている｢里山の緑」
および「田園の緑」のうち東部丘陵地について、現在の状況や植生、保全すべき自然等につ
いて調査を行った。対象地の北部（佐備周辺）は佐備川右岸の低い丘陵地で、南部（スポー
ツ公園周辺）は、総合スポーツ公園・富田林霊園と谷をはさんで向かい側となる丘陵地であ
る。

(２)周辺の植生

　H13 年度撮影の航空写真をもとに作成した「植生概略図」を見ると、山林の大部分は広葉
樹林でその中にスギ・ヒノキ林が点在している。谷沿いを中心に草地・荒地が広がっており、
この草地・荒地の多くは放棄された棚田や果樹園と考えられる。現在も管理されている棚田
は、「棚田百選」として有名な千早赤阪村側よりもさらに広い面積が、富田林側に立地してい
ることがわかる。また竹林は、この航空写真撮影時にはあまり広がりが見られないが、10 年
を経た現在ではおそらくより広範囲に広がっているものと思われる。
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（３）緑地の状況

①　北部（佐備周辺）

　府道森屋狭山線の南に広がる低い丘陵地で、千早赤阪村との境界に軽トラ程度が通れる農
道が棚田方面まで通じている。道の周辺には果樹園や畑地が一部にあるが、その他は雑木林
やクズなどのツルに覆われた果樹園跡が目立つ。

＜現地踏査＞　調査日：H23 年 8 月 24 日

○クズに覆われる果樹園：道沿いや丘陵斜面には、かつての果樹園がクズ等に覆われて薮
　　　化している箇所がかなり多い。

○管理されている果樹園：農家の方が秋の出荷をめざしてミカンの摘果を行っていた。
　　　新しくミカンの苗木が植えられた果樹園も見られた。
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○尾根上の畑地：一部には手入れされた畑地や栗が植えられた園地もあった。

○チガヤ草地：畑地に隣接する草地や畔には、草刈り管理されたチガヤの中に、アキノタ
　　　ムラソウやツリガネニンジン、ワレモコウなどの畔植物が生育している。

○竹林や造成地：果樹園の周辺に竹林が広がっているところや造成地も見られ、今後の
　　　環境変化が懸念される。
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②　南部（スポーツ公園周辺）

　千早赤阪村の「下赤阪の棚田」に隣接する富田林市域側の棚田地域で、深い谷をはさんで
総合スポーツ公園および富田林霊園がのぞまれる立地である。千早赤阪村側よりもさらに急
峻で狭小な田畑が広がっており、放棄された棚田や管理の行き届かない果樹園も見られる。

＜現地踏査＞

　調査日：H23 年 6 月 2 日、7 月 5 日

○下赤阪の棚田：「日本の棚田百選」に選ばれて、展望場所や駐車場が整備されており、
　　　観光客のほか美しい風景の写真撮影やスケッチに訪れる人も多い。

○富田林市域の棚田：千早赤阪の棚田と一連になっているが、上の農道からは直接見る
　　　ことができないため訪れる人は少ない。棚田の枚数や高低差は千早赤阪側を越えるほど
　　　で、非常に美しい景観である。
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○多大な労力を要する水田管理：最小の耕運機すら入りにくい田んぼもあり、その他の
　　　重機も入らないため、手作業の田植えや人力での畔補修が行われている。

○広大な面積の畔：富田林市域の棚田は、高低差が大きいため田んぼの面積に比べて畔の
　　　面積が非常に広くなっており、下から見上げると芝山のように見えるほどである。

○素掘りの水路：棚田の上部には、Ｕ字溝および素掘りの水路がとり回されている。延長
　　　が長いためこれらの水路管理も大変な労力を要する。
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○獣の落とし穴：イノシシの侵入防止に
　　　5ヶ所掘ったが効果はなかったとのこと。

○耕作者にお話を聞く：水田の維持管理
　　　の苦労話には本当に頭が下がった。　

○藪化した放棄田：放棄された耕作地は
　　　1 年も経てばノイバラなどの薮になる。

○ソバの栽培：一部ではソバの栽培が試
　　　みられていた。

○谷底のため池：水量は少ないが、佐備
　　　方面の水確保に重要な役割を持つ。

○周辺の果樹園：梅やキウィなどが植え
　　　てあるが草刈り管理が厳しい状況にある。
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　○調査時に観察された植物

ウツギ ニガナ ノアザミ

ヤブカンゾウ ウツボグサ ウマノスズクサ

　　ミヤコグサ、タツナミソウ、ヒメウズ、ムラサキケマン、ワレモコウ、アキノタムラソウ、
　　ウマノアシガタ、ヨメナ、　ネジバナ、コマツナギ、スベリヒユ、、オトギリソウ、ニガナ、
　　センニンソウ、ツリガネニンジン､カエデドコロ、センダイハギ（外来種）、　など

スベリヒユ アキノタムラソウ オトギリソウ
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イモリ イノシシ（足跡）

コマツナギ ツリガネニンジン センニンソウ

ヨメナ カエデドコロ トキワハゼの仲間
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３ . 保全施策の提案

（１）現地調査結果のまとめ

　今回の調査対象地北部の佐備周辺、南部のスポーツ公園周辺ともに、棚田、果樹園、畑地、
雑木林などが連なる丘陵地でのどかな田園景観が広がっているが、管理放棄された場所も多
く見られる。現在の管理者は高齢であることが多く、担い手がいなくなったあとの管理不足
とさらなる放棄地の増大が心配される状況にある。

●千早赤阪村に隣接する棚田

　隣接する千早赤阪村の「下赤阪の棚田」は、「日本の棚田百選」に選ばれるなどよく知られ
ているが、富田林市域にもその棚田が連続していて、非常に美しい棚田景観を形成しており、
棚田周辺には他の市域では少なくなった畦畔植物も見られる。
　しかしながら、その維持管理には、機械が入らない狭小面積の田、大きな高低差、広大な
面積の畔の草刈り、耕作後継者の不在、イノシシ等の獣害、素掘り水路の管理など大変な問
題をかかえている。そのため、一部の棚田ではボランティアによる管理も試みられているも
のの、現在の高齢の耕作者（70 ～ 80 歳台）がいなくなれば棚田の保全は困難な状況にある。
　その周辺には、10 年以上前に放置されて藪化した棚田や、かろうじて管理が続けられてい
る果樹園なども見られ、すでに景観が荒れつつある状況が見られる。
　また、現地調査の際にヒアリングした高齢の耕作者からは、「馬おろし」「蛇越（じゃご
え）」などの特徴的な地名や、かつてはマツタケ山が多く地区内の小高い丘で料亭がマツタケ
料理を提供したこと、また総合スポーツ公園整備の際に開発のための買収があったことなど
の話を聞くことができた。

●佐備周辺の果樹園等

　一帯はクズなどのツルに覆われた斜面が目立ち、現地調査の際に果樹園の手入れをしてい
た女性にたずねたところ、その多くは放棄された果樹園の跡地だとのことであった。果樹園
跡のとなりには竹林の広がりも見られ、全体としては荒れた印象の丘陵地である。
　一部にあった現在も管理されている草地には、ツリガネニンジンやアキノタムラソウ、ワ
レモコウなどの畔植物の群落が見られるが、造成された荒地等にはセイバンモロコシやアレ
チウリなどの外来種が繁茂している。
　今後、果樹園や畑地の維持管理が滞った場合、周辺の竹林やクズ、外来種の侵入により管
理放棄された荒廃地が広がることが懸念される。
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（２）自然保全手法の検討

●棚田の保全手法

　隣接する千早赤阪村の棚田は、「日本の棚田百選」や「大阪府ミュージアム構想」に認定さ
れ、地元農家の組織づくりや棚田ボランティアの育成、ライトアップによるＰＲ活動、棚田
保全基金の活用などの施策が実施されている。富田林市域の棚田も千早赤阪村在住者の出作
りが多いと聞くことから、これらと連携したかたちで棚田保全のための施策展開を行いたい。
特に現在の管理の担い手が高齢化しているため、できるだけ早い取組みが望まれる。

○　棚田保全管理作業への支援（補助金、後継者の育成等）
○　棚田ボランティアの募集・育成、既存団体の支援（助成金、後援等）
○　棚田についての調査記録（所有者等の確認、景観調査、記録写真等）
○　市民への啓発活動（写真展、ＰＲパンフレット等）
○　大阪府や千早赤阪村と連携した施策（ＰＲ事業、人材交流、保全基金等）

　　　　　など

●果樹園、畑地等の管理

　藪化している果樹園跡地は放棄されてから年数が経過しており、その再生はかなり困難で
あるが、できるだけ放棄地を増やさない方策を早急に検討する必要がある。棚田に隣接して
いる箇所では、耕作された棚田を果樹園や畑地に転換して、棚田と一体的な管理を行うこと
が考えられる。また管理の後継者育成のための支援やボランティア募集、保全に意欲的なＮ
ＰＯと連携する仕組みや助成金などの施策が考えられる。

○　棚田保全と連動した管理
（耕作放棄地の畑地・果樹園化、保全活動の一環としての作業体験等）

○　市民参加による果樹園管理の支援（オーナー制度、作業体験等）

○　後継者の育成支援（担い手塾、ボランティア募集等）

○　竹林の侵入防止策（補助金、ＮＰＯ等への助成金等）　　　 　　　など

●植物および水生生物の調査

　良好な自然環境が残されている棚田周辺の草地では、市内や大阪府域で少なくなった植物
が多く見られた。また、周辺の水系やため池についても希少な水生生物（昆虫、魚類、両生
類等）が生息している可能性がある。棚田を保全することは、そのような生きものの生息地
を保全することでもあり、保全のための基礎データとして植物および水生生物の調査を行う
ことが望まれる。

○　棚田周辺の畔草地等の植物調査

○　佐備川水系の水生生物調査（棚田の水路、谷底のため池等）

○　周辺住民への聞き取り調査

○　過去の調査データの確認 　など

14



棚田保全の事例　＜千早赤阪村「棚田を守りたい」ヒアリング＞

日　時　平成23 年 11 月 15 日　18：00 ～
場　所　「棚田を守りたい」事務所（千早赤阪村小吹台住宅地）
参加者　鈴木・林・米沢（棚田守りたい）、田淵・笠原・寺川（協議会）

ヒアリング内容

（活動開始の経緯）
・2005 年 3 月に会を結成し、2 年間放置されていた棚田を復活させることから活動を開始。
・現在は、田んぼ約３反、ソバ畑１反弱の耕作を行っている。
・活動場所の棚田（富田林市域）は、千早赤阪村下赤坂の棚田が「日本棚田百選」に選ばれ
た際に写真撮影された場所で、当時の選定委員からも後日に「選んだのはそちらの棚田だ」
と言われた。

（組織の概要）
・メンバーは千早赤阪村小吹台住宅地の新住民が中心で、現在はメンバー会員13 軒、オー
ナー会員25 名、通信会員7 名となっている。年齢層は40 ～ 70 代で退職後の人が多い。
・「メンバー」は年会費1 万円で、米作についてすべての面で責任を負い、収穫物と必要経費
を全員で分け合う。
・「オーナー」は棚田の維持活動に賛同して年会費1 万円の資金援助を出し、米5 ｋｇをもら
うことができる。
・「通信会員」は年会費500 円で「棚田通信」を年間8 回程度送付する。
・月1 回の定例会議、月2 回（主に土日）に作業を行い、田植え後の水当番を決めている。
・活動運営にあたっては会員間のコミュニケーションや結束を重視している。
・事務所は、会員の別宅をお借りして会議や親睦会に利用している。

（作業について）
・他の方からも、休耕田などの米作りが継続できないので引き受けてほしいといわれるが、
棚田の維持活動は大変な作業のため、なかなか簡単には引き受けられない。
・イノシシ除けの網などを富田林市の補助で整備している。千早赤阪村よりも予算規模が大
きいので、補助額も千早側より多くて助かっている。
・今年の田植えには、東大阪の保育園や大阪経済大学・関西大学の学生なども参加した。
・米作のほか、20 年放置されていた棚田にはソバを栽培している。また別の場所では柿畑
（70 本）の手入れをすべてまかされている。
・棚田横の共同水路に不法投棄された粗大ゴミの清掃も年1 回行っており、大変な量のゴミ
を処分している。

千早赤阪村で行われたライトアップ　→
　※「棚田を守りたい」の田んぼは、富田林
　　市域のため対象からはずれている。

（撮影：「棚田を守りたい」メンバー）
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「千早赤阪村　棚田守りたい」　の耕作田周辺図
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参　考　資　料

・「棚田通信」第41号～第46号

（「千早赤阪村　棚田守りたい」発行）

・「下赤阪の棚田」とは

（千早赤阪村のホームページより）

・「棚田・ふるさと保全基金事業」について

（大阪府のホームページより）

・「棚田ふるさとファンクラブ」活動案内
（団体のホームページより））

・「棚田夢灯り2011」チラシ
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調査・提案 「富田林の自然を守る市民運動協議会」
報告書まとめ 「特定非営利活動法人　里山倶楽部」




